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有料化実施後の不法投棄・不適正排出対策について 
 
１ 有料化実施後の不法投棄の状況 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ごみ袋やシールなどの手数料を支払わずに、ごみが空き地や道端へ不法投棄されること

も、一般廃棄物処理の有料化に伴う懸念事項の一つとして挙げられる。山谷（2005）のア

ンケート調査によると、有料化の導入により不法投棄されるごみの量が増加しなかった

（「ほとんど増加しなかった」又は「減少した」）と回答した市区の割合が47％であった

一方、増加した（「多少増加した」又は「かなり増加した」）と回答した市区の割合は36％

となっており、一部の市区において不法投棄が増加する傾向が見られている。 

 

出典：環境省発行の「一般廃棄物処理有料化の手引き」 

 
２ 不法投棄対策の取り組み 
（1）不法投棄を防止するためにとった対策 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：ごみ見える化〔著：山谷修作］ 

不法投棄を防止するためにとった対策（複数回答）
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家庭ごみ有料化による不法投棄の変化について
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（2）他自治体の特徴的な取り組み 
① 千葉県野田市 

1) 廃棄物減量等推進員地区代表会議の協力によるパトロール 
2) 委託業者による巡回 
3) 24時間電話通報制度 
4) 関係地権者へ下草刈りや防護柵の設置など土地管理の強化要請 
5) 不法投棄防止看板の設置 
6) 不法投棄が多発している市内各所への監視カメラを 12台設置 

 
※『監視カメラの設置場所は、人や車をセンサーが感知して自動的に撮影。撮影された

映像は直ちに基地局に送られ、不法投棄者が判明次第、撤去を要請。撤去要請に応じ

ない、悪質なケースに対しては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、警察

への告発を含めた法的な措置をとる。 
  監視カメラ設置後、設置したいづれの場所でも不法投棄が減少し、抑止の効果がみ

られた。今後とも不法投棄の根絶に向けて、引き続き監視の目を光らせる。』 
 

野田市の不法投棄収集推移状況       単位：ｔ 
年度 7 8 9 10 11 12 13  14 
量 670.07 189.75 110.56 152.61 178.94 184.74 194.16 167.05 
年度 15 16 17 18 19 20 21 22 
量 337.00 219.79 374.67 184.68 168.43 163.34 194.02 141.36 

※平成 7年 4月から有料化実施                            出典：野田市ホームページ 
 
② 千葉県八千代市 

1) 監視体制の整備 
○ 不法投棄の常習箇所に監視カメラを設置 
○ 不法投棄されやすい区画整理事業地などの大規模事業者に、事業

敷地内のパトロールを要請 
○ 不法投棄連絡員を配置 

2) パトロールや啓発活動 
 ○ 県などと一緒に、市内の不法投棄されやすい場所をパトロールし、

土地所有者などに対して指導 
 ○ 不法投棄が行われる時間帯に道路管理部門と協力し、不法投棄常

習箇所を巡回 
 ○ 週１回新川遊歩道の清掃やパトロール 
○ 月１回程度スピーカー付き自動車で啓発活動 
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※  平成 14 年に、「不法投棄防止条例」を施行した。条例では、市民一人ひとりが監視

役となり、不法投棄現場や投棄物を発見した場合は、すぐに市に情報を提供し、①ご

み等が良好な生活環境の確保に支障のあるものであるとき。②ごみ等の不法投棄を行

った者が判明したとき。③不法投棄を行った者が、自らごみ等を撤去したとき。 

上記の３つの項目全てに該当した場合には、情報提供者に１万円の報償金を支給し、

平成 21 年度は、1名の支給実績がある。 

出典：八千代市のホームページおよび「平成22年度廃棄物行政の概要」 

 
３ 練馬区の不法投棄物等について 

(1) 不法投棄物の件数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               ※品目は、平成 22年度に不法投棄数の上位 10品目とした。 
 

(2) 不法投棄物の処理 
  ① 集積所の場合は、清掃事務所にて収集・処理する 
② 区道、区立公園の場合は、区の土木部が収集・処理する 
③ 都道、都立公園の場合は、東京都が収集・処理する 
④ 民有地の場合は、地権者が処理する 

 
(3) 不法投棄対策 
  ① 「不法投棄禁止」の看板の配布 
② 広報での周知 

 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 
ふとん 659 543 405 379 572 

いす 250 173 144 162 199 

テレビ 62 69 52 103 177 

敷物 175 124 118 105 174 

ビデオデッキ 90 63 47 66 98 

電気掃除機 59 32 47 63 96 

衣装箱 60 49 54 91 78 

スーツケース 43 27 29 37 74 

テーブル 61 22 24 36 61 

扇風機 38 43 43 41 50 

その他 1,916 1,107 943 1,313 1,529 

不法投棄件数 3,413 2,252 1,906 2,396 3,108 


